
（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

や語彙（類義語・対義語、同音

異義語、多義語、抽象語の使い

方など）、及び言葉のきまり（口

語文法など）を理解し、適切に

使うことができる。 

【設問数】17 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

現代の国語 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

エ 実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増すと

ともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方などを理解し，話や文

章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。 

ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 

エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこと。 

 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ウ 我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それらの文化的背景について

理解を深め，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 



 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容や構成、論理展開を的確に

読み取り、要旨を把握すること

ができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を

解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。 

エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内容

の解釈を深めること。 

 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまり

や訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につい

て理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解す

ること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につ

いて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理

解すること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容

を解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 

エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内

容の解釈を深めること。 

 
 



 

 

 
 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります。 

【設問数】14 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまり

や訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につい

て理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解す

ること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につ

いて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理

解すること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容

を解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 

エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内

容の解釈を深めること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 

 

 



（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート α タイプ 2 年 2 回‐3 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、漢字

や語彙（類義語・対義語、同音

異義語、多義語、抽象語の使い

方など）、及び言葉のきまり（口

語文法など）を理解し、適切に

使うことができる。 

【設問数】15 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

現代の国語 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

エ 実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増すと

ともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方などを理解し，話や文

章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。 

ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 

エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこと。 

 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ウ 我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，それらの文化的背景について

理解を深め，文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 



 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容や構成、論理展開を的確に

読み取り、要旨を把握すること

ができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を

解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。 

エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内容

の解釈を深めること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 
エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化に

ついて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについ

て理解すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

読
む
こ
と 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深

めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらし

た影響について理解を深めること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。 

イ 文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えるこ

と。 

ウ 必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色について評価すること。 

エ 作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを

読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察すること。 

 



 

 

 
 
 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

【設問数】14 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むため

に必要な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにする

こと。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解

を深めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにも

たらした影響について理解を深めること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

読
む
こ
と 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深

めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらし

た影響について理解を深めること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。 

イ 文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えるこ

と。 

ウ 必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色について評価すること。 

エ 作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを

読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 

 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(1) 

指数法則を用いて，単項式の

式の積の計算ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(1) 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 (ｳ) 二次の乗法公式及び

因数分解の公式の理解を深めること。 

■知識理解(2) 

因数分解の公式を用いて，簡

単な式の因数分解ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(2) 

■知識理解(3) 

根号を含む式の計算公式を

用いて，簡単な根号を含む式

の計算ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(3) 数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

■知識理解(4) 

絶対値の性質を用いて，簡単

な絶対値を含む式の計算が

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(4) 

■知識理解(5) 

根号を含む式の計算公式を

用いて，分母の有理化ができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

■知識理解(6) 

不等式の性質を利用して，簡

単な一次不等式が解くこと

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

■知識理解(7) 

不等式の性質を利用して，簡

単な連立不等式が解くこと

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 



 

■知識理解(8) 

絶対値を含む簡単な方程式

を解くことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■知識理解(9) 

集合とその表し方を理解し

て，簡単な和集合や共通部分

を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識理解(10) 

与えられた簡単な命題の真

偽を判断できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

■知識理解(11) 

和の法則を用いて，場合の数

を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則などの

数え上げの原則について理解すること。 

■知識理解(12) 

積の法則を用いて，場合の数

を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 



 

■知識理解(13) 

順列の考え方を用いて，簡単

な場合の数を求めることが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 
場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組合

せの総数を求めること。 

■知識理解(14) 

円順列の考え方を用いて，場

合の数を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

■知識理解(15) 

重複順列の考え方を用いて，

場合の数を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 
場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組合

せの総数を求めること。 

■知識理解(16) 

組合せの考え方を用いて，簡

単な場合の数を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

■知識利用(1) 

因数分解の公式を用いて，二

つの文字を含む多項式の因

数分解ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面

的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■知識利用(2) 

展開公式や根号を含む式の

計算公式を用いて，根号を含

む多項式の計算ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

■知識利用(3) 

展開公式や根号を含む式の

計算公式を用い，式の展開の

工夫をして根号を含む多項

式の計算ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 



 

■知識利用(4) 

与えられた文章から一次不

等式を立式し，条件を満たす

値を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｳ) 不等式の性質を基に一次不等式を解く方法を考察すること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決

に活用すること。 

■知識利用(5) 

絶対値を含む不等式を解き，

条件を満たす値を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

■知識利用(6) 

与えられた条件を満たす集

合を求め，その条件に関する

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識利用(7) 

積の法則を用いて，条件を満

たす整数をつくることがで

きる場合の数を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則などの

数え上げの原則について理解すること。 



 

■知識利用(8) 

順列の考え方を用いて，条件

を満たす男女の並び方を求

めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組

合せの総数を求めること。 

■知識利用(9) 

組合せの考え方を用いて，6

人を３つの組に分ける場合

の数を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

■知識利用(10) 

同じものを含む順列の考え

方を用いて，アルファベット

の並べ方を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

■応用力〔1〕(1) 

文字定数を含む等式に与え

られた値を代入し，根号を含

む式として計算できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面

的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

 



 

■応用力〔1〕(2) 

与えられた定数をもとに連

立一次不等式を解き，求める

値の範囲を適切に表現する

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決

に活用すること。 

■応用力〔1〕(3) 

与えられた定数の値の範囲

をもとに一次不等式を解き，

求める値の範囲を適切に表

現することができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

■応用力〔1〕(4) 

場合分けを行いながら連立

一次不等式を解き，条件を満

たす x の値が得られるとき

の定数の範囲を数直線等を

用いて考察し，求めることが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決

に活用すること。 

■応用力〔2〕(1)(2) 

条件に合わせて取り出す球

を特定し，順列・組合せの考

え方を用いて場合の数を求

めることができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合

の
数
と
確
率 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 



 

■応用力〔2〕(3) 

条件を満たす場合を考え，順

列・組合せの考え方を用いて

場合の数を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組

合せの総数を求めること。 

■応用力〔2〕(4) 

条件を満たすときを場合に

分けて考察し，順列・組合せ

の考え方を用いて場合の数

をもれなく求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

■数学的表現 

数学的事象において，与えら

れた状況を読み取り，条件に

あてはまる 2 次方程式の解

を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

サンプル問題 2 問 1 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■数学的表現 

問題文で与えられた会話を

もとに，解法の方針を立て，

式の展開やなどを利用して，

無理数を 3 乗した値を求め

ることができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

問 2 問 3 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする



 

こと。 

 (ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■数学的表現 

問題文で与えられた会話を

もとに，複数の条件から新た

な数式をつくり，思考プロセ

スを説明し課題を解決する

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 問 4 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

〔課題学習〕 

(1)から(4)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付

けたり発展させたりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，

数学のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高め

るようにする。 



 

■数学的表現 

前設問までの思考のプロセ

スを理解し，異なる条件の 

場合にも適用させることが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 問 5 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(1) 

根号を含む式の計算公式を

用いて，分母の有理化がで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

■知識理解(2) 

不等式の性質を利用して，

簡単な一次不等式を解くこ

とができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

■知識理解(3) 

与えられた簡単な命題の真

偽を判断できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(4) 

二次関数のグラフが x 軸方

向，y軸方向にどのように移

動したかを求めることがで

きている。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識理解(5) 

平方完成を利用して，二次

関数の最大値と最小値を求

めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 二次関数の最大値や最小値を求めること。 

■知識理解(6) 

因数分解を利用して二次不

等式の解を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解すること。

また，二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理解し，二次

関数のグラフを用いて二次不等式の解を求めること。 

■知識理解(7) 

正弦定理を利用して，三角

形の辺の長さを求めること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連

付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

■知識理解(8) 

余弦定理を利用して，三角

形の辺の長さを求めること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(9) 

三角比を利用して三角形の

面積を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現するとともに，定理や

公式として導くこと。 

■知識理解(10) 

分散を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
４
） 

デ
ー
タ
の
分
析 

数学Ⅰ 

(4) データの分析 

データの分析について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 分散，標準偏差，散布図及び相関係数の意味やその用い方を理解する

こと。 

■知識理解(11) 

ヒストグラムや箱ひげ図の

表し方を理解できている。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

(4) データの分析 

データの分析について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) コンピュータなどの情報機器を用いるなどして，データを表やグラフ

に整理したり，分散や標準偏差などの基本的な統計量を求めたりするこ

と。 

■知識理解(12) 

順列について理解し，簡単

な場合の数を求めることが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A  

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組

合せの総数を求めること。 

■知識理解(13) 

組合せについて理解し，簡

単な場合の数を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(14) 

簡単な事象の確率を求める

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学 A 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それらを用いて事

象の確率や期待値を求めること。 

■知識理解(15) 

角の二等分線と比の定理を

利用して線分の長さを求め

ることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

図
形
の
性
質 

数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 三角形に関する基本的な性質について理解すること。 

■知識理解(16) 

円の接線と弦の作る角の定

理を利用して角の大きさを

求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 円に関する基本的な性質について理解すること。 

■知識利用(1) 

有理化や展開の公式を利用

して，根号を含む多項式の

計算ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ  

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識利用(2) 

与えられた条件を満たす集

合を求め，その条件に関す

る命題の真偽を判断するこ

とができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識利用(3) 

文字定数を含む二次関数に

ついて，グラフの頂点の条

件から関数を決定すること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識利用(4) 

商品の値上げ額を変化させ

たときの利益の最大値を求

めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に

捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や

他の事象との関係を考察したりすること。 

■知識利用(5) 

正弦定理を利用して，船の

位置を求める式を立てるこ

とができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数

学的に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な

特徴や他の事象との関係を考察したりすること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識利用(6) 

余弦定理と三角形の性質を

利用して辺の長さを求める

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連

付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

■知識利用(7) 

順列の考え方を利用して，

やや複雑な並び方の総数を

求めることができる 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
２
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学 A 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 事象の構造などに着目し，場合の数を求める方法を多面的に考察する

こと。 

■知識利用(8) 

和事象と積事象の違いを理

解し，事象の確率をもれな

く求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学 A 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 確率の性質や法則に着目し，確率を求める方法を多面的に考察するこ

と。 

■知識利用(9) 

接線と弦の作る角の定理を

利用して，角の大きさを求

めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

図
形
の
性
質 

数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 円に関する基本的な性質について理解すること。 

■知識利用(10) 

方べきの定理を利用して，

線分の長さを求めることが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■応用力〔1〕(1) 

文字定数を含む二次関数に

ついて平方完成を行い，グ

ラフの頂点を求めることが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■応用力〔1〕(2) 

二次関数のグラフが x 軸と

共有点をもつ条件を，文字

を用いて立式し，解くこと

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解すること。

また，二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理解し，二次

関数のグラフを用いて二次不等式の解を求めること。 

■応用力〔1〕(3) 

二次関数の定義域内での最

大値と最小値の条件から文

字定数の値を決定すること

ができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 二次関数の式とグラフとの関係について，コンピュータなどの情報機

器を用いてグラフをかくなどして多面的に考察すること。 

■応用力〔2〕(1) 

余弦定理や三角形の面積の

公式を利用して，辺の長さ

や三角形の面積を求めるこ

とができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連

付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■応用力〔2〕(2) 

正弦定理や三角形の面積を

利用して，辺の長さや 2 つ

の三角形の面積比を求める

ことができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現するとともに，定理や

公式として導くこと。 

■知識理解(1) 

二次方程式の解と係数の関

係が理解できている。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について理解するこ

と。 

■知識理解(2) 

剰余の定理について理解で

きている。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｵ) 因数定理について理解し，簡単な高次方程式について因数定理などを

用いてその解を求めること。 

■知識理解(3) 

点と直線の距離の求め方を

理解することができてい

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式

を用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(4) 

不等式の表す領域について

理解できている。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 簡単な場合について，不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表

したりすること。 

■知識理解(5) 

三角関数を含む簡単な方程

式を解くことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
４
） 

三
角
関
数 

数学Ⅱ 

(4) 三角関数 

三角関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 三角関数の加法定理や２倍角の公式，三角関数の合成について理解す

ること。 

■知識理解(6) 

三角関数を合成することが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

■知識理解(7) 

指数関数の表すグラフにつ

いて理解できている。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

指
数
関
数
・
対
数
関
数 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識

するとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識理解(8) 

簡単な対数の計算ができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識

するとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 対数の意味とその基本的な性質について理解し，簡単な対数の計算を

すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(9) 

導関数と極値について理解

できている。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
５
） 

微
分
・
積
分
の
考
え 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識する

とともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形を

かく方法を理解すること。 

■知識理解(10) 

関数と不定積分について理

解できている。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識する

とともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 不定積分及び定積分の意味について理解し，関数の定数倍，和及び差

の不定積分や定積分の値を求めること。 

■知識理解(11) 

等差数列の和を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
列 

数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次

の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項や和を求めるこ

と。 

■知識理解(12) 

等比数列の定義を理解する

ことができでいる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

■知識理解(13) 

いろいろな数列の和を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 
数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次

の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) いろいろな数列の一般項や和を求める方法について理解すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(14) 

ベクトルの内積の値を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解すること。 

■知識理解(15) 

二つの垂直なベクトルと内

積の関係が理解できてい

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

■知識理解(16) 

内分点の位置ベクトルの表

し方が理解できている。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベ

クトルの成分表示について理解すること。 

■知識利用(1) 

因数定理を利用して，三次

方程式の解を求めることが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｵ) 因数定理について理解し，簡単な高次方程式について因数定理などを

用いてその解を求めること。 

■知識利用(2) 

与えられた条件を満たす点

の軌跡を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式

を用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識利用(3) 

三角関数のとり得る値の範

囲を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択 

 

（
４
） 

三
角
関
数 

数学Ⅱ 

(4) 三角関数 

三角関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 三角関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識利用(4) 

指数関数を含む方程式の解

を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

指
数
関
数
・
対
数
関
数 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識

するとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識利用(5) 

対数を利用して，星の明る

さについての関係式を立て

ることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識

するとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｳ) 二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に

捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や

他の事象との関係を考察したりすること。 

■知識利用(6) 

2 つの放物線で囲まれる図

形の面積を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
５
） 

微
分
・
積
分
の
考
え 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識する

とともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｳ) 微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用いて直線や関数のグラフ

で囲まれた図形の面積を求める方法について考察すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識利用(7) 

公差が負である等差数列に

おいて和の最大を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
列 

数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次

の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を数学的に

表現し考察すること。 

■知識利用(8) 

数列の和の式から数列の一

般項を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

■知識利用(9) 

ベクトルの内積の条件など

をもとにベクトルの大きさ

を求める計算ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 実数などの演算の法則と関連付けて，ベクトルの演算法則を考察する

こと。 

■知識利用(10) 

内分点の位置ベクトルの公

式を利用してやや複雑なベ

クトルを求めることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベ

クトルの成分表示について理解すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■応用力〔1〕(1) 

平方完成を行い，円の中心

の座標と半径を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 座標平面上の直線や円を方程式で表すこと。 

■応用力〔1〕(2) 

三角形の重心の軌跡を求め

ることができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 
数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式

を用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 

■応用力〔1〕(3) 

円上を動く点を含む三角形

の面積の最大値を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

■応用力〔2〕 

与えられた 2 次関数のグラ

フの接線の方程式を求め，

接線や放物線で囲まれた図

形の面積を求めることがで

きる。 

【設問数】4 問 

【出題形式】選択式 

 

（
５
） 

微
分
・
積
分
の
考
え 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識する

とともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｳ) 微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用いて直線や関数のグラフ

で囲まれた図形の面積を求める方法について考察すること。 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■数学的表現 

実数解をもつような文字定

数の範囲を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

 

（
１
） 

数
と
式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について理解するこ

と。 

 

■数学的表現 

解と係数の関係を利用する

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

■数学的表現 

解の個数に関する条件をみ

たすときの文字定数の値の

範囲を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

 

■数学的表現 

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 

■数学的表現 

他者の考えの方針を理解し

て，解答を記述することが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 実数の性質や等式の性質，不等式の性質などを基に，等式や不等式が

成り立つことを論理的に考察し，証明すること。 

〔課題学習〕 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

(1)から(5)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付

けたり発展させたりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促

し，数学のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的に考える資質・能力

を高めるようにする。 

 



（様式４） 

 
測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し，英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 

 

【設問数】10 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 6 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 4 問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，書

かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新聞

記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を把



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し，文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 7 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 5 問程度 

 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたり

して伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルの英文を，正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

 

【設問数】3 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式（整序） 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 2 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ １問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新

聞記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いた

りして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりのある英文を

読んで，文と文のつながりや文

脈に合わせた語彙・文法を活用

することができる。 

【設問数】4 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ２問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ ２問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりの説明文や会

話文などを読んで，テーマや概

要をとらえることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問数】3 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ２問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ １問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

読
む
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 (ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新

聞記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いた

りして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，論

証文や報告文などから必要な情報を読み取り，概要や要点，詳細を把握する



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりの説明文，会

話文，電子メール，パンフレッ

トなどから概要や要点を読み取

り，書き手の意図を把握した

り，必要とする情報を推測した

りすることができる。 

 

【設問数】3 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ２問程度 

英語コミュニケーシ

ョ ン Ⅱ  １ 問 程 度

【CEFR】A1～A2 程度 

 

活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたりして伝

え合う活動。 

・まとまりのある説明文，会話

文，電子メール，物語などから

概要や要点に加え，必要な細部

の情報を把握することができ

る。 

 

【設問数】3 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ２問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ １問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短い文章の内容を読み取り，

文章の流れや展開を考えて再構

築できる。 

【設問数】3 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ２問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ １問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 

 

 

 

 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた図表などの情報を

正しく読み取り，英語で描写す

ることができる。 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，文章例が十分に示されたり，

準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明などを聞い

たり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書

いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や

感想を伝え合ったりする活動。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り，自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】1 問（程度） 

【出題形式】 

 記述式 

 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，文章例が示

されたり，準備のための一定の時間が確保されたりする状況で，説明や討論

などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠ととも

に複数の段落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合

い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて，話の

概要や要点を聞き取ることが

できる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーションⅠ 

3 問程度 

英語コミュニケーションⅡ 

2 問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

聞
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的

な語句や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や放送な

どから必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握する活動。ま

た，聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的

な語句や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や説明な

どから必要な情報を聞き取り，概要や要点を把握する活動。また，



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・与えられた状況・情報を正し

く聞き取り，書き手の意図を把

握したり，必要とする情報を推

測したりすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーションⅠ 

3 問程度 

英語コミュニケーションⅡ 

2 問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

聞き取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，話される速さが調整さ

れたり，別の語句や文での言い換えを聞いたりしながら，対話やス

ピーチなどから必要な情報を聞き取り，話の展開や話し手の意図を

把握する活動。また，聞き取った内容を基に考えをまとめ，話した

り書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，話される速さが調整さ

れたり，別の語句や文での言い換えを聞いたりしながら，説明や討

論などから必要な情報を聞き取り，概要や要点，詳細を把握する活

動。また，聞き取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたり

して伝え合う活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・まとまりのある文章を聞い

て，概要や要点に加え，必要な

細部の情報を把握することが

できる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーションⅠ 

３問程度 

英語コミュニケーションⅡ 

２問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

・身近な話題に関する問いに

即座に応じて，「やり取り」す

ることができる 

 

【設問数】4 問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 

英語コミュニケーションⅠ 

２問程度 
英語コミュニケーションⅡ 
２問程度 
【CEFR】 
A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用す

る語句や文，やり取りの具体的な進め方が十分に示される状況で，

情報や考え，気持ちなどを即興で話して伝え合う活動。また，やり

取りした内容を整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，やり取りの具体的

な進め方が十分に示される状況で，対話や説明などを聞いたり読ん

だりして，賛成や反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを理由

や根拠とともに話して伝え合う活動。また，やり取りした内容を踏

まえて，自分自身の考えなどを整理して発表したり，文章を書いた

りする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

・身近な話題に関する英文を，

発音や抑揚に注意して読みあ

げ，聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】1 問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 
1 問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 



（様式４） 

 

 

・図や表について，聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問数】1 問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
 
 
 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 
1 問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用す

る語句や文，発話例が十分に示されたり，準備のための多くの時間

が確保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠

とともに話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，発話例が十分に示

されたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対

話や説明などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを

理由や根拠とともに話して伝える活動。また，発表した内容につい

て，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要

に応じて，使用する語句や文，やり取りの具体的な進め方が示され

る状況で，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合う活動。

また，やり取りした内容を整理して発表したり，文章を書いたりす

る活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，や

り取りの具体的な進め方が示される状況で，説明や討論などを聞い

たり読んだりして，賛成や反対の立場から，情報や考え，気持ちな

どを理由や根拠とともに詳しく話して伝え合う活動。また，やり取

りした内容を踏まえて，自分自身の考えなどを整理して発表したり，

文章を書いたりする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要

に応じて，使用する語句や文，発話例が示されたり，準備のための

一定の時間が確保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを

理由や根拠とともに詳しく話して伝える活動。また，発表した内容

について，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数，出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又は
事項 科目名及び内容 

・図や表に関する問いに即座

に応じて，「やり取り」するこ

とができる 

【設問数】1 問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅡ 
1 問程度 
 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，発

話例が示されたり，準備のための一定の時間が確保されたりする状

況で，説明や討論などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持

ちなどを理由や根拠とともに詳しく話して伝える活動。また，発表

した内容について，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったり

する活動。 

 



（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、情報

の扱い方を理解し、適切に使う

ことができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

現代の国語 

〔知識及び技能〕 
(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 
エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこ

と。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

構成や論理展開を的確に把握

することができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙

述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

論理的な文章について、文章の

内容を正確に把握することが

できる。また、筆者の主張やそ

の主張の根拠をとらえること

ができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙

述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、目的や

視点に応じて、複数の情報を比

較・統合したり、読み取った情

報を関連付け・組み合わせたり

するなどして文章の主題をよ

り深くとらえることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙

述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 
イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 
 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基

に的確に捉えること。 
イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内

容を解釈すること。 
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 
エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内

容の解釈を深めること。 
 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 
ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 
エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化に

ついて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについ

て理解すること。 

  



 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につ

いて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理

解すること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容

を解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 

エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内

容の解釈を深めること。 

 



 

 

 
 
 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります。 

【設問数】14 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまり

や訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につい

て理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解す

ること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につ

いて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理

解すること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容

を解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 

エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内

容の解釈を深めること。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 

 

 



（様式 4） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート β タイプ 2 年 2 回‐3 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、情報

の扱い方を理解し、適切に使う

ことができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

現代の国語 

〔知識及び技能〕 
(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 
ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 
エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこ

と。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

構成や論理展開を的確に把握

することができる。 

【設問数】2問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

論理的な文章について、文章の

内容を正確に把握することが

できる。また、筆者の主張やそ

の主張の根拠をとらえること

ができる。 

【設問数】3問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙

述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、目的や

視点に応じて、複数の情報を比

較・統合したり、読み取った情

報を関連付け・組み合わせたり

するなどして文章の主題をよ

り深くとらえることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙

述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 
イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 
 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基

に的確に捉えること。 
イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内

容を解釈すること。 
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 
エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内

容の解釈を深めること。 
 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 
エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化に

ついて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについ

て理解すること。 

  



 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

読
む
こ
と 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深

めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらし

た影響について理解を深めること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。 

イ 文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えるこ

と。 

ウ 必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色について評価すること。 

エ 作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを

読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察すること。 



 

 

 
 
 
 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

【設問数】14 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むため

に必要な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにする

こと。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解

を深めること。 
ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにも

たらした影響について理解を深めること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】5問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

読
む
こ
と 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深

めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらし

た影響について理解を深めること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。 

イ 文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えるこ

と。 

ウ 必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色について評価すること。 

エ 作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを

読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 

 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識利用(1) 

因数分解の公式を用いて，二

つの文字を含む多項式の因

数分解ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(1) 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面

的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■知識利用(2) 

展開公式や根号を含む式の

計算公式を用いて，根号を含

む多項式の計算ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(2) 

■知識利用(3) 

展開公式や根号を含む式の

計算公式を用い，式の展開の

工夫をして根号を含む多項

式の計算ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(3) 

■知識利用(4) 

与えられた文章から一次不

等式を立式し，条件を満たす

値を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1(4) 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｳ) 不等式の性質を基に一次不等式を解く方法を考察すること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決

に活用すること。 

■知識利用(5) 

絶対値を含む不等式を解き，

条件を満たす値を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 



 

 
 

■知識利用(6) 

与えられた条件を満たす集

合を求め，その条件に関する

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 
数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識利用(7) 

積の法則を用いて，条件を満

たす整数をつくることがで

きる場合の数を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則などの

数え上げの原則について理解すること。 

■知識利用(8) 

順列の考え方を用いて，条件

を満たす男女の並び方を求

めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 
数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組

合せの総数を求めること。 

■知識利用(9) 

組合せの考え方を用いて，6

人を３つの組に分ける場合

の数を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 



 

 
 

■知識利用(10) 

同じものを含む順列の考え

方を用いて，アルファベット

の並べ方を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

 

■応用力〔1〕(1) 

文字定数を含む等式に与え

られた値を代入し，根号を含

む式として計算できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面

的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

 

■応用力〔1〕(2) 

与えられた定数をもとに連

立一次不等式を解き，求める

値の範囲を適切に表現する

ことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 



 

 
 

■応用力〔1〕(3) 

与えられた定数の値の範囲

をもとに一次不等式を解き，

求める値の範囲を適切に表

現することができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決

に活用すること。 

■応用力〔1〕(4) 

場合分けを行いながら連立

一次不等式を解き，条件を満

たす x の値が得られるとき

の定数の範囲を数直線等を

用いて考察し，求めることが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決

に活用すること。 

■応用力〔2〕(1)(2) 

条件に合わせて取り出す球

を特定し，順列・組合せの考

え方を用いて場合の数を求

めることができる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組

合せの総数を求めること。 

■応用力〔2〕(3) 

条件を満たす場合を考え，順

列・組合せの考え方を用いて

場合の数を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 



 

 
 

■応用力〔2〕(4) 

条件を満たすときを場合に

分けて考察し，順列・組合せ

の考え方を用いて場合の数

をもれなく求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■総合力(1) 
二つの動点の動きを把握し，

特定の時間において動点か

らつくられる図形の面積を

求めることができる。 
 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

（
１
） 

数
と
式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 
数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をするこ

と。 
(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を求

めること。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決に

活用すること。 
(3) 二次関数 
二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 
(ｲ) 二次関数の最大値や最小値を求めること。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 二次関数の式とグラフとの関係について，コンピュータなどの情報機器

を用いてグラフをかくなどして多面的に考察すること。 

■総合力(2) 
与えられた時間の範囲にお

いて，二つの動点からつくら

れる図形の面積と時間の関

係を，一次関数や二次関数の

式で表すことができる。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 
 

■総合力(3) 
与えられた複数の条件が，動

点のつくる図形の条件を満

たしているかどうかをもれ

なく検討する。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■総合力(4) 
導いた関数をもとに与えら

れた条件を満たす時間を求

める。さらに，連立一次不等

式を満たす数を求めること

ができる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 



 

 
 

■数学的表現 

数学的事象において，与えら

れた状況を読み取り，条件に

あてはまる 2 次方程式の解

を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

サンプル問題 2 問 1 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■数学的表現 

問題文で与えられた会話を

もとに，解法の方針を立て，

式の展開やなどを利用して，

無理数を 3 乗した値を求め

ることができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

問 2 問 3 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

 (ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■数学的表現 

問題文で与えられた会話を

もとに，複数の条件から新た

な数式をつくり，思考プロセ

スを説明し課題を解決する

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 問 4 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 



 

 
 

ことができる。 (ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

〔課題学習〕 

(1)から(4)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付

けたり発展させたりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，

数学のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高め

るようにする。 

■数学的表現 

前設問までの思考のプロセ

スを理解し，異なる条件の 

場合にも適用させることが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 問 5 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 2 年 2 回 - 3 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識利用(1) 

有理化や展開の公式を利用

して，根号を含む多項式の計

算ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ  
(1) 数と式 
数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる
よう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面
的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■知識利用(2) 

与えられた条件を満たす集

合を求め，その条件に関する

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 
(1) 数と式 
数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる
よう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識利用(3) 

文字定数を含む二次関数に

ついて，グラフの頂点の条件

から関数を決定することが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 
(3) 二次関数 
二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識利用(4) 

商品の値上げ額を変化させ

たときの利益の最大値を求

めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 
(3) 二次関数 
二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉

え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の

事象との関係を考察したりすること。 



 

 
 

■知識利用(5) 

正弦定理を利用して，船の位

置を求める式を立てること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 
(2) 図形と計量 
図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 図形の構成要素間の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学
的に捉え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴
や他の事象との関係を考察したりすること。 

■知識利用(6) 

余弦定理と三角形の性質を

利用して辺の長さを求める

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 
(2) 図形と計量 
図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連
付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

■知識利用(7) 

順列の考え方を利用して，や

や複雑な並び方の総数を求

めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A 
(2) 場合の数と確率 
場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと
もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 事象の構造などに着目し，場合の数を求める方法を多面的に考察するこ
と。 

■知識利用(8) 

和事象と積事象の違いを理

解し，事象の確率をもれなく

求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学 A 
(2) 場合の数と確率 
場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと
もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 確率の性質や法則に着目し，確率を求める方法を多面的に考察するこ
と。 

■知識利用(9) 

接線と弦の作る角の定理を

利用して，角の大きさを求め

ることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

図

形
の
性
質 

数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 



 

 
 

■知識利用(10) 

方べきの定理を利用して，線

分の長さを求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 円に関する基本的な性質について理解すること。 

■知識利用(1) 

因数定理を利用して，三次方

程式の解を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ

な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｵ) 因数定理について理解し，簡単な高次方程式について因数定理などを用
いてその解を求めること。 

■知識利用(2) 

与えられた条件を満たす点

の軌跡を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方

程
式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式を
用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 

■知識利用(3) 

三角関数のとり得る値の範

囲を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択 

 

（
４
） 

三
角
関

数 数学Ⅱ 

(4) 三角関数 

三角関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 三角関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識利用(4) 

指数関数を含む方程式の解

を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
３
） 

指
数
関

数
・
対
数
関
数 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識す

るとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 



 

 
 

■知識利用(5) 

対数を利用して，星の明るさ

についての関係式を立てる

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識す

るとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｳ) 二つの数量の関係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉
え，問題を解決したり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の
事象との関係を考察したりすること。 

■知識利用(6) 

二つの放物線で囲まれる図

形の面積を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
５
） 

微
分
・
積

分
の
考
え 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｳ) 微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用いて直線や関数のグラフで
囲まれた図形の面積を求める方法について考察すること。 

■知識利用(7) 

公差が負である等差数列に

おいて和の最大を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
列 

数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次の

事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を数学的に表
現し考察すること。 

■知識利用(8) 

数列の和の式から数列の一

般項を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

■知識利用(9) 

ベクトルの内積の条件など

をもとにベクトルの大きさ

を求める計算ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

（
１
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 実数などの演算の法則と関連付けて，ベクトルの演算法則を考察するこ

と。 



 

 
 

■知識利用(10) 

内分点の位置ベクトルの公

式を利用してやや複雑なベ

クトルを求めることができ

る。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベク

トルの成分表示について理解すること。 

■応用力〔1〕(1) 
余弦定理や三角形の面積の

公式を利用して，辺の長さや

三角形の面積を求めること

ができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 
（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連

付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現するとともに，定理や公
式として導くこと。 

■応用力〔1〕(2) 
正弦定理や三角形の面積を

利用して，辺の長さや 2つの

三角形の面積比を求めるこ

とができる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

■応用力〔2〕(1) 
カードを用いる組合せの確

率を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A 
(2) 場合の数と確率 
場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと
もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 確率の性質や法則に着目し，確率を求める方法を多面的に考察するこ

と。 

■応用力〔2〕(2) 
カードを用いる組合せの確

率を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■応用力〔2〕(3) 
与えられた条件を満たす組

合せの確率を求めることが

できる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 



 

 
 

■応用力〔1〕 
与えられた 2 次関数のグラ

フの接線の方程式を求め，接

線や放物線で囲まれた図形

の面積を求めることができ

る。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 
 

（
５
） 

微
分
・
積

分
の
考
え 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｳ) 微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用いて直線や関数のグラフで
囲まれた図形の面積を求める方法について考察すること。 

■応用力〔2〕(1) 
与えられた条件から等比数

列の一般項や等差数列の公

差求めることができる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

（
１
） 

数
列 

数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次の

事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項や和を求めるこ

と。 
■応用力〔2〕(2) 
等差数列や等比数列を組み

合わせてできる新たな数列

の和を求めることができる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次の

事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を数学的に表

現し考察すること。 
  



 

 
 

■総合力 
2 倍角の公式を利用して三

角関数を 2 次関数に変形し，

最大値や最小値を求めるこ

とができる。 

【設問数】3 問 
【出題形式】選択式 
 

（
４
） 

三
角
関
数 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

（
３
） 

二
次
関
数 

数学Ⅰ 
(3) 二次関数 
二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解すること。ま

た，二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理解し，二次関数

のグラフを用いて二次不等式の解を求めること。 
 
数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式を

用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 
 
数学Ⅱ 

(4) 三角関数 

三角関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 三角関数の式とグラフの関係について多面的に考察すること。 

■総合力(1) 
三角関数と x 軸に平行な直

線の共有点の個数や，それら

の和を求めることができる。 

【設問数】4 問 
【出題形式】選択式 
 

■総合力(2) 
三角関数と傾きのある直線

の共有点の個数を求めるこ

とができる。 
 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

  



 

 
 

■総合力(1) 
与えられた円の方程式の中

心の座標と半径と求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
３
） 

二
次
関
数 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅰ 
(3) 二次関数 
二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 二次関数の最大値や最小値を求めること。 
 
数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 実数の性質や等式の性質，不等式の性質などを基に，等式や不等式が成

り立つことを論理的に考察し，証明すること。 
 
数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 座標平面上の直線や円を方程式で表すこと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式を

用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 
 

■総合力(2) 
円の半径を，aの 2 次関数と

して捉え，半径の最小値とそ

のときの a の値を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■総合力(3) 
求めた a を含む円の方程式

を aについて整理し，この円

がつねに通る点を求めるこ

とができる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

■総合力(4)(5) 
円の通過する領域を図示し，

与えられた点を通るかを調

べることができる。またその

領域の面積を求めることが

できる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 

■総合力(6) 
領域内を動く点とその他 2
点で表される線分の大きさ

の最小値と最大値を求める

ことができる。 

【設問数】2 問 
【出題形式】選択式 
 



 

 
 

■数学的表現 

実数解をもつような文字定

数の範囲を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

 

（
１
） 

数
と
式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について理解するこ

と。 
■数学的表現 

解と係数の関係を利用する

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

■数学的表現 

解の個数に関する条件をみ

たすときの文字定数の値の

範囲を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

 

■数学的表現 

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 



 

 
 

■数学的表現 

他者の考えの方針を理解し

て，解答を記述することがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

 

 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 実数の性質や等式の性質，不等式の性質などを基に，等式や不等式が成

り立つことを論理的に考察し，証明すること。 

〔課題学習〕 

(1)から(5)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付

けたり発展させたりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，

数学のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高め

るようにする。 



（様式４） 

 
測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート  βタイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 
 

【設問数】10 問(程度) 
【出題形式】 

 選択式 
 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 6 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 4 問程 

【CEFR】A1～A2 程度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，書

かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新聞



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 7 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 5 問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を把

握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたり

して伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 



（様式４） 

 

 

・文レベルの英文を，正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

 

【設問数】3 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式（整序） 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 2 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ １問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新

聞記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いた

りして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりのある英文を

読んで，文と文のつながりや文

脈に合わせた語彙・文法を活用

することができる。 

【設問数】4 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ２問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ ２問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりの説明文や会

話文などを読んで，テーマや概

要をとらえることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 2 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

読
む
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 (ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新

聞記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いた

りして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，論

証文や報告文などから必要な情報を読み取り，概要や要点，詳細を把握する



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりの説明文，会

話文，電子メール，パンフレッ

トなどから概要や要点を読み取

り，書き手の意図を把握した

り，必要とする情報を推測した

りすることができる。 

 

【設問数】3 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 2 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ １問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたりして伝

え合う活動。 

・まとまりのある説明文，会話

文，電子メール，物語などから

概要や要点に加え，必要な細部

の情報を把握することができ

る。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 2 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・短い文章の内容を読み取り，

文章の流れや展開を考えて再構

築できる。 

【設問数】4 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ２問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ ２問程度 

 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた図表などの情報を

正しく読み取り、英語で描写す

ることができる。 
 

【設問数】1 問(程度) 
【出題形式】 

 記述式 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，文章例が十分に示されたり，

準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明などを聞い

たり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書

いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や

感想を伝え合ったりする活動。 

 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り、自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】1 問(程度) 
【出題形式】 
 記述式 

 
【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，文章例が示

されたり，準備のための一定の時間が確保されたりする状況で，説明や討論

などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠ととも

に複数の段落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合

い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて，話の

概要や要点を聞き取ることがで

きる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 2 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

聞
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句

や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や放送などから必要な

情報を聞き取り，話し手の意図を把握する活動。また，聞き取った内容を

話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句

や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や説明などから必要な

情報を聞き取り，概要や要点を把握する活動。また，聞き取った内容を話

したり書いたりして伝え合う活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，話される速さが調整されたり，

別の語句や文での言い換えを聞いたりしながら，対話やスピーチなどから

必要な情報を聞き取り，話の展開や話し手の意図を把握する活動。また，聞

き取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたりして伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，話される速さが調整されたり，

別の語句や文での言い換えを聞いたりしながら，説明や討論などから必要

な情報を聞き取り，概要や要点，詳細を把握する活動。また，聞き取った内

容を基に考えをまとめ，話したり書いたりして伝え合う活動。 

 

・与えられた状況・情報を正し

く聞き取り，書き手の意図を把

握したり，必要とする情報を推

測したりすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 2 問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある文章を聞い

て，概要や要点に加え，必要な

細部の情報を把握することがで

きる。 

【設問数】5 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

※リスニング 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ ３問程度 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ ２問程度 

【CEFR】A1～A2 程度 

 
  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域
又は
事項 

科目名及び内容 

・身近な話題に関する問いに即

座に応じて、「やり取り」するこ

とができる 
 

【設問数】4 問(程度) 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーショ

ンⅠ ２問程度 
英語コミュニケーショ
ンⅡ ２問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施

せず 

話
す
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語

句や文，やり取りの具体的な進め方が十分に示される状況で，情報や考え，

気持ちなどを即興で話して伝え合う活動。また，やり取りした内容を整理

して発表したり，文章を書いたりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，やり取りの具体的な進め

方が十分に示される状況で，対話や説明などを聞いたり読んだりして，賛

成や反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに話し

て伝え合う活動。また，やり取りした内容を踏まえて，自分自身の考えな

どを整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句

や文，発話例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保された

りする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに話して伝え

る活動。また，発表した内容について，質疑応答をしたり，意見や感想を

伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，発話例が十分に示された

り，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明など

を聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに

話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応答をしたり，意

・身近な話題に関する英文を、

発音や抑揚に注意して読みあ

げ，聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】1 問(程度) 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーショ
ンⅠ 1 問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施

せず 

・図や表について、聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

【設問数】1 問(程度) 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーショ
ンⅠ 1 問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施

せず 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 設問数、出題形式等 

(参考)学習指導要領の関連項目 

領域
又は
事項 

科目名及び内容 

・図や表に関する問いに即座に

応じて、「やり取り」することが

できる 

【設問数】1 問(程度) 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーショ
ンⅡ 1 問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施

せず 

見や感想を伝え合ったりする活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じ

て，使用する語句や文，やり取りの具体的な進め方が示される状況で，情

報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合う活動。また，やり取りした

内容を整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，やり取り

の具体的な進め方が示される状況で，説明や討論などを聞いたり読んだり

して，賛成や反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とと

もに詳しく話して伝え合う活動。また，やり取りした内容を踏まえて，自

分自身の考えなどを整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じ

て，使用する語句や文，発話例が示されたり，準備のための一定の時間が

確保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに

詳しく話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応答をした

り，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，発話例が

示されたり，準備のための一定の時間が確保されたりする状況で，説明や

討論などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠

とともに詳しく話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 
 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、語彙

（類義語・対義語、同音異義語、

多義語、抽象語の使い方など）

及び言葉のきまり（口語文法な

ど）、情報の扱い方を理解し、適

切に使うことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

現代の国語 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

エ 実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を

増すとともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方などを

理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かに

すること。 

(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 

エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこと。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容や構成、論理展開を的確に

読み取り、要旨を把握すること

ができる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

論理的な文章について、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

えることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 
イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を

解釈すること。 
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。 
エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内容

の解釈を深めること。 
 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】6問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまり

や訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につい

て理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解す

ること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 1 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につ

いて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理

解すること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容

を解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります。 

【設問数】6問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまり

や訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につい

て理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解す

ること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

※漢文は 2 年 1 回のみ

となります。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 

エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化につ

いて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理

解すること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容

を解釈すること。 

ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価するこ

と。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 

 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート θ タイプ 2 年 2 回‐3 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

与えられた文章に即して、語彙

（類義語・対義語、同音異義語、

多義語、抽象語の使い方など）

及び言葉のきまり（口語文法な

ど）、情報の扱い方を理解し、適

切に使うことができる。 

【設問数】12 問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

現代の国語 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

エ 実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を

増すとともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表記の仕方などを

理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かに

すること。 

(2) 話や文章に含まれている情報の扱い方に関する次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ウ 推論の仕方を理解し使うこと。 

エ 情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うこと。 

 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

論理的な文章について、文章の

内容や構成、論理展開を的確に

読み取り、要旨を把握すること

ができる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

論理的な文章について、筆者の

主張やその主張の根拠をとら

えることができる。 

【設問数】1問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

文学的な文章について、描かれ

ている人物、情景、心情などを

表現に即して読み取ることが

できる。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

読
む
こ
と 

言語文化 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に

的確に捉えること。 

イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を

解釈すること。 
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。 
エ 作品や文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ，内容

の解釈を深めること。 
 
  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）を読むにあ

たり、必要な文語の決まり（自

立語・付属語の知識）や、基礎

的な古語・古典常識を理解する

ことができる。 

【設問数】6問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

言語文化 

〔知識及び技能〕 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきま

りや訓読のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 
エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化に

ついて理解を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについ

て理解すること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（古文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

読
む
こ
と 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深

めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらし

た影響について理解を深めること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。 

イ 文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えるこ

と。 

ウ 必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色について評価すること。 

エ 作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを

読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察すること。 

 



 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）を読むにあ

たり、必要な訓読の決まりや、

基礎的な語句・句形を理解する

ことができる。 

【設問数】6問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう

指導する。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むため

に必要な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにする

こと。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解

を深めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにも

たらした影響について理解を深めること。 

  



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

古典の文章（漢文）について、

描かれている人物、情景、心情

及び展開、要旨などを表現に

即して読み取ることができ

る。 

【設問数】4問（程度） 

【出題形式】選択式 

〔
知
識
及
び
技
能
〕 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ａ 

読
む
こ
と 

古典探究 

〔知識及び技能〕 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読むために必要

な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を豊かにすること。 

(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて理解を深

めること。 

ウ 時間の経過による言葉の変化や，古典が現代の言葉の成り立ちにもたらし

た影響について理解を深めること。 

 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ａ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 文章の種類を踏まえて，構成や展開などを的確に捉えること。 

イ 文章の種類を踏まえて，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉えるこ

と。 

ウ 必要に応じて書き手の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈するととも

に，文章の構成や展開，表現の特色について評価すること。 

エ 作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえながら古典などを

読み，その内容の解釈を深め，作品の価値について考察すること。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出して説明すること

ができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、目的に応じて必要な情

報に着目し、取捨選択して的

確に取り出すことができる。 

【設問数】1問 

【出題形式】選択式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理

の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深める

こと。 

 



 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜は事

項 科目名及び内容 

複数のテキストの内容を読み

取り、その内容を比較したう

えで、論拠を示しながら考え

を形成して説明することがで

きる。 

【設問数】1問 

【出題形式】記述式 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕 

Ｂ 

書
く
こ
と 

Ｃ 

読
む
こ
と 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

Ｂ 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度な

どを考えて，文章の構成や展開を工夫すること。 

ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕

方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を

工夫すること。 

 

Ｃ 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 

ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述

を基に的確に捉え，要旨や要点を把握すること。 

イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係

付けながら，内容や書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の

展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めるこ

と。 

 

 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(1) 
正負の数を理解し，簡単な計

算ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 1学年〕 

2Ａ 数と式 

(1) 正の数と負の数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付ける

ことができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 正の数と負の数の必要性と意味を理解すること。 

(ｲ) 正の数と負の数の四則計算をすること。 

■知識理解(2) 
展開の公式を用いて簡単な

多項式の展開ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2A 数と式 

(2) 簡単な多項式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 単項式と多項式の乗法及び多項式を単項式で割る除法の計算をするこ

と。 

(ｲ) 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展開や因

数分解をすること。 

(a＋b)^2＝a^2＋2ab＋b^2 

(a－b)^2＝a^2－2ab＋b^2 

(a＋b)(a－b)＝a^2－b^2 

(x＋a)(x＋b)＝x^2＋(a＋b)x＋ab 

■知識理解(3) 
展開の公式を用いて，簡単な

式の因数分解ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
サンプル問題 1(2) 

■知識理解(4) 
平方根について理解し，値を

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
サンプル問題 1(3) 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる



 

 
 

 

■知識理解(5) 
根号を含む式の加法，減法が

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 
■知識理解(6) 
根号を含む式の計算公式を

用いて，分母の有理化ができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(7) 
不等式の性質を利用して，簡

単な一次不等式を解くこと

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

と。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

■知識理解(8) 
解の公式を利用して二次方

程式を解くことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第 3学年〕 

2A 

(3) 二次方程式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くこと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 



 

 
 

 

■知識理解(9) 
絶対値の性質を用いて，簡単

な絶対値を含む式の計算が

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面

的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■知識理解(10) 
集合とその表し方を理解し

て，簡単な和集合や共通部分

が求められる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識理解(11) 
与えられた簡単な命題の真

偽を判断できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■知識理解(1) 
カードを用いて条件を満た

す場合の確率を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

Ｄ 

デ
ー
タ
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第 2学年〕 

2D 

(2) 不確定な事象の起こりやすさについて，数学的活動を通して，次の事項

を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 多数回の試行によって得られる確率と関連付けて，場合の数を基にし

て得られる確率の必要性と意味を理解すること。 

■知識理解(2) 
硬貨を用いて条件を満たす

場合の確率を求めることが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 



 

 
 

 

■知識理解(3) 
さいころを用いて条件を満

たす場合の確率を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

(ｲ) 簡単な場合について確率を求めること。 

■知識理解(4) 
色のついた玉を用いて条件

を満たす場合の確率を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(5) 
和の法則を用いて，場合の数

を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法則などの

数え上げの原則について理解すること。 

■知識理解(6) 
積の法則を用いて，場合の数

を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(7) 
順列の考え方と積の法則を

用いて，場合の数を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(8) 
組合せの考え方と積の法則

を用いて，場合の数を求める

ことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(1) 
展開の公式を用いて，二つの

文字を含む多項式の展開が

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 
数

と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができ



 

 
 

 

■知識利用(2) 
因数分解の公式を用いて，二

つの文字を含む多項式の因

数分解ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

るよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■知識利用(3) 
展開公式や根号を含む式の

計算公式を用いて，根号を含

む多項式の計算ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

■知識利用(4) 
展開公式を用いて，式の値を

求めることができるができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面

的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 



 

 
 

 

■知識利用(5) 
与えられた式を連立一次不

等式として解を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｳ) 不等式の性質を基に一次不等式を解く方法を考察すること。 

(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決

に活用すること。 

■知識利用(6) 
絶対値を含む不等式を解き，

条件を満たす値を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(7) 
与えられた条件を満たす和

集合や補集合に含まれる数

を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識利用(8) 
与えられた条件を満たす集

合を求め，その条件に関する

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 



 

 
 

 

■知識利用(1) 
積の法則を用いて，条件を満

たす整数がつくられる場合

の数を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組

合せの総数を求めること。 

■知識利用(2) 
順列の考え方を用いて，条件

を満たす男女の並び方を求

めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(3) 
円順列の考え方を用いて，条

件を満たす男女の並び方を

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(4) 
組合せの考え方を用いて，平

行線によってつくられる平

行四辺形の個数を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(5) 
組合せの考え方を用いて，9

人を３つの組に分ける場合

の数を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(6) 
同じものを含む順列の考え

方を用いて，アルファベット

の並べ方を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 



 

 
 

 

■数学的表現 

数学的事象において，与えら

れた状況を読み取り，条件に

あてはまる 2 次方程式の解

を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

サンプル問題 2 問 1 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■数学的表現 

問題文で与えられた会話を

もとに，解法の方針を立て，

式の展開やなどを利用して，

無理数を 3 乗した値を求め

ることができる。 

【設問数】2 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 

問 2 問 3 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

 (ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 



 

 
 

 

■数学的表現 

問題文で与えられた会話を

もとに，複数の条件から新た

な数式をつくり，思考プロセ

スを説明し課題を解決する

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

サンプル問題 2 問 4 

 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

〔課題学習〕 

(1)から(4)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付

けたり発展させたりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，

数学のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高め

るようにする。 

■数学的表現 

前設問までの思考のプロセ

スを理解し，異なる条件の 

場合にも適用させることが

できる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

サンプル問題 2 問 5 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 



 

 
 

 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多

面的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 



(様式 4)  

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 2 年 2 回 - 3 年 1 回 （複数の選択大問があるため，受検者の多い受検パターンを記載） 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 



 

 
 

 

測定しようとする資質・能
⼒の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

■知識理解(1) 
根号を含む絶対値の計算が

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をする

こと。 

■知識理解(2) 
根号を含む式の計算公式を

用いて，分母の有理化ができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■知識理解(3) 
不等式の性質を利用して，簡

単な一次不等式が解ける。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を

求めること。 
■知識理解(4) 
与えられた簡単な命題の真

偽を判断できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 



 

 
 

 

■知識理解(5) 
二次関数のグラフが x軸 y軸
方向にどのように移動した

かを求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 
■知識理解(6) 
平方完成を利用して，二次関

数の最大値と最小値を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 二次関数の最大値や最小値を求めること。 
■知識理解(7) 
二次関数のグラフとｘ軸の

共有点を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解すること。

また，二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理解し，二次関

数のグラフを用いて二次不等式の解を求めること。 

■知識理解(8) 
因数分解を利用して二次不

等式の解を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(9) 
鈍角の余弦を求めることが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し，鋭角の三角比の値を用いて鈍

角の三角比の値を求める方法を理解すること。 



 

 
 

 

■知識理解(10) 
正弦定理を利用して，辺の長

さを求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連

付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

■知識理解(11) 
余弦定理を利用して，辺の長

さを求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(12) 
三角比を利用して三角形の

面積を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現するとともに，定理や

公式として導くこと。 
■知識理解(13) 
簡単なデータから分散を求

めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
４
） 

デ
ー
タ
の
分
析 

数学Ⅰ 

(4) データの分析 

データの分析について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 分散，標準偏差，散布図及び相関係数の意味やその用い方を理解するこ

と。 
■知識理解(14) 
ヒストグラムや箱ひげ図の

表し方を理解できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

(4) データの分析 

データの分析について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) コンピュータなどの情報機器を用いるなどして，データを表やグラフ

に整理したり，分散や標準偏差などの基本的な統計量を求めたりすること。 



 

 
 

 

■知識理解(15) 
順列について理解し，簡単な

場合の数を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A  

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，順列の総数や組

合せの総数を求めること。 

■知識理解(16) 
組合せについて理解し，簡単

な場合の数を求めることが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(17) 
簡単な事象の確率を求める

ことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それらを用いて事

象の確率や期待値を求めること。 
■知識理解(18) 
色のついた玉を用いて，条件

を満たす場合の確率を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

(2) 場合の数と確率 

場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと

もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｵ) 条件付き確率の意味を理解し，簡単な場合について条件付き確率を求め

ること。 
■知識理解(19) 
角の二等分線と比の定理を

利用して線分の長さを求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

図
形
の
性
質 

数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 三角形に関する基本的な性質について理解すること。 

■知識理解(20) 
メネラウスの定理を用いて，

線分の長さの比を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 



 

 
 

 

■知識理解(21) 
円の接線と弦の作る角の定

理を利用して，角の大きさを

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 円に関する基本的な性質について理解すること。 

■知識理解(22) 
方べきの定理を利用して，線

分の長さを求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(1) 
有理化や展開の公式を利用

して，根号を含む多項式の計

算ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と
式 

数学Ⅰ  
(1) 数と式 
数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる
よう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面
的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすること。 

■知識利用(2) 
展開の公式を利用して，根号

を含む多項式の計算ができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(3) 
与えられた条件を満たす集

合を求め，その条件に関する

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
と

式 数学Ⅰ 
(1) 数と式 
数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる
よう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 集合の考えを用いて論理的に考察し，簡単な命題を証明すること。 

■知識利用(4) 
文字定数を含む二次関数に

ついて，頂点の条件から関数

を決定することができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
３
） 
二
次

関
数 

数学Ⅰ 
(3) 二次関数 
二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｱ) 二次関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 



 

 
 

 

■知識利用(5) 
文字を含む二次関数につい

て，定義域内の最小値の条件

から関数を決定することが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 二次関数の最大値や最小値を求めること。 
■知識利用(6) 
文字を含む二次関数につい

て，二次方程式の二つの解の

差を利用して関数を決定す

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(3) 二次関数 

二次関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解すること。ま

た，二次不等式の解と二次関数のグラフとの関係について理解し，二次関数

のグラフを用いて二次不等式の解を求めること。 
■知識利用(7) 
三角形の内角の和の性質と

正弦定理を利用して辺の長

さを求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連
付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

■知識利用(8) 
余弦定理と三角形の性質を

利用して辺の長さを求める

ことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 



 

 
 

 

■知識利用(9) 
公式を利用して三角形の面

積を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 図形の構成要素間の関係を三角比を用いて表現するとともに，定理や
公式として導くこと。 

■知識利用(10) 
正弦定理と三角形の性質を

利用して立体の辺の長さを

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅰ 

(2) 図形と計量 

図形と計量について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
(ｳ) 正弦定理や余弦定理について三角形の決定条件や三平方の定理と関連
付けて理解し，三角形の辺の長さや角の大きさなどを求めること。 

■知識利用(1) 
順列の考え方を利用して，や

や複雑な並び方の総数を求

めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

場
合
の
数
と
確
率 

数学 A 
(2) 場合の数と確率 
場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと
もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 事象の構造などに着目し，場合の数を求める方法を多面的に考察する
こと。 

■知識利用(2) 
同じもの含む順列の総数を

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(3) 
和事象と積事象の違いを理

解し，事象の確率をもれなく

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学 A 
(2) 場合の数と確率 
場合の数と確率について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとと
もに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 確率の性質や法則に着目し，確率を求める方法を多面的に考察するこ
と。 



 

 
 

 

■知識利用(4) 
内心の性質や角の二等分線

と比の定理を用いて線分の

比を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

図
形
の
性
質 

数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 三角形に関する基本的な性質について理解すること。 
■知識利用(5) 
接線と弦の作る角の定理を

利用して，角の大きさを求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学 A 

(1) 図形の性質 

図形の性質について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 円に関する基本的な性質について理解すること。 

■知識利用(6) 
方べきの定理を利用して，線

分の長さを求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■知識理解(1) 
簡単な分数式の計算ができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 多項式の除法や分数式の四則計算の方法について理解し，簡単な場合に

ついて計算をすること。 
■知識理解(2) 
二次方程式の解と係数の関

係が理解できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について理解するこ

と。 



 

 
 

 

■知識理解(3) 
剰余の定理について理解で

きている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｵ) 因数定理について理解し，簡単な高次方程式について因数定理などを

用いてその解を求めること。 
■知識理解(4) 
公式を利用して点と直線の

距離を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式

を用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 
■知識理解(5) 
条件を満たす円の方程式を

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 座標平面上の直線や円を方程式で表すこと。 
■知識理解(6) 
不等式の表す領域について

理解できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
２
） 

図
形
と
方
程

式 数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 簡単な場合について，不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表

したりすること。 



 

 
 

 

■知識理解(7) 
三角関数を含む簡単な方程

式を解くことができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
４
） 

三
角
関
数 

数学Ⅱ 

(4) 三角関数 

三角関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 三角関数の加法定理や２倍角の公式，三角関数の合成について理解す

ること。 

■知識理解(8) 
加法定理を利用して値を求

めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(9) 
三角関数を合成することが

できる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(10) 
指数関数の表すグラフにつ

いて理解できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
３
） 

指
数
関
数
・
対
数
関
数 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識す

るとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 
■知識理解(11) 
簡単な対数の計算ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識す

るとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 対数の意味とその基本的な性質について理解し，簡単な対数の計算を

すること。 



 

 
 

 

■知識理解(12) 
導関数と極値について理解

できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
５
） 

微
分
・
積
分
の
考
え 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形をか

く方法を理解すること。 
■知識理解(13) 
関数と不定積分について理

解できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｳ) 不定積分及び定積分の意味について理解し，関数の定数倍，和及び差の

不定積分や定積分の値を求めること。 

■知識理解(14) 
定積分の計算ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

■知識理解(15) 
等差数列の和を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数
列 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次の

事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 等差数列と等比数列について理解し，それらの一般項や和を求めるこ

と。 

■知識理解(16) 
等比数列の和を求めること

ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(17) 
いろいろな数列の和を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次の

事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) いろいろな数列の一般項や和を求める方法について理解すること。 

■知識理解(18) 
階差数列の特定の項を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 



 

 
 

 

■知識理解(19) 
ベクトルの成分表示での計

算ができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベク

トルの成分表示について理解すること。 
■知識理解(20) 
ベクトルの内積の値を求め

ることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) ベクトルの内積及びその基本的な性質について理解すること。 

■知識理解(21) 
二つの垂直なベクトルと内

積の関係が理解できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識理解(22) 
内分点の位置ベクトルの表

し方が理解できている。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベク

トルの成分表示について理解すること。 
■知識利用(1) 
解と係数の関係と因数分解

の公式を利用して式の値を

求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ

な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 式の計算の方法を既に学習した数や式の計算と関連付け多面的に考察
すること。 



 

 
 

 

■知識利用(2) 
因数定理を利用して，三次方

程式の解を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｵ) 因数定理について理解し，簡単な高次方程式について因数定理などを
用いてその解を求めること。 

■知識利用(3) 
因数定理を利用して，多項式

の割り算の余りを求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(4) 
三点を通る円の方程式を求

めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
２
） 

図
形
と
方
程
式 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 座標平面上の直線や円を方程式で表すこと。 
■知識利用(5) 
与えられた条件を満たす点

の軌跡を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学Ⅱ 

(2) 図形と方程式 

図形と方程式について，数学的活動を通して，その有用性を認識するととも

に，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，それを方程式
を用いて表現し，図形の性質や位置関係について考察すること。 

■知識利用(6) 
三角関数のとり得る値の範

囲を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
４
） 
三
角
関

数 数学Ⅱ 

(4) 三角関数 

三角関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 三角関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 



 

 
 

 

■知識利用(7) 
指数関数を含む方程式の解

を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

（
３
） 

指
数
関
数
・
対
数
関
数 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識す

るとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識利用(8) 
対数関数を含む方程式の解

を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

数学Ⅱ 

(3) 指数関数・対数関数 

指数関数及び対数関数について，数学的活動を通して，その有用性を認識す

るとともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｴ) 対数関数の値の変化やグラフの特徴について理解すること。 

■知識利用(9) 
三次関数の最大値と最小値

を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
５
） 

微
分
・
積
分
の
考
え 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｲ) 導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を調べ，グラフの概形をか
く方法を理解すること。 

■知識利用(10) 
2 つの放物線で囲まれた図

形の面積を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学Ⅱ 

(5) 微分・積分の考え 

微分と積分の考えについて，数学的活動を通して，その有用性を認識すると

ともに，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｳ) 微分と積分の関係に着目し，積分の考えを用いて直線や関数のグラフ
で囲まれた図形の面積を求める方法について考察すること。 

■知識利用(1) 
公差が負である等差数列に

おいて和の最大を求めるこ

とができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

数

列 数学 B 

(1) 数列 

数列について，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，次の

事項を身に付けることができるよう指導する。 



 

 
 

 

■知識利用(2) 
数列の和の式から数列の一

般項を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｱ) 事象から離散的な変化を見いだし，それらの変化の規則性を数学的に
表現し考察すること。 

■知識利用(3) 
Σを利用してさまざまな数

列の和を求めることができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(4) 
ベクトルの内積の条件など

をもとにベクトルの大きさ

を求めることができる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

（
１
） 

ベ
ク
ト
ル 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 実数などの演算の法則と関連付けて，ベクトルの演算法則を考察する

こと。 

■知識利用(5) 
ベクトルの垂直条件をもと

にベクトルの成分を決定で

きる。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 

■知識利用(6) 
内分点の位置ベクトルの公

式を利用してやや複雑なベ

クトルを求めることができ

る。 

【設問数】1 問 
【出題形式】選択式 
 

数学 C 

(1) ベクトル 

ベクトルについて，数学的活動を通して，その有用性を認識するとともに，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 平面上のベクトルの意味，相等，和，差，実数倍，位置ベクトル，ベク

トルの成分表示について理解すること。 
  



 

 
 

 

■数学的表現 

実数解をもつような文字定

数の範囲を求めることがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

 

（
１
） 

数
と
式 

（
１
） 

い
ろ
い
ろ
な
式 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｴ) 二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について理解するこ

と。 

■数学的表現 

解と係数の関係を利用する

ことができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

ア 三角比 

(ウ) 正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさを求めること。 

■数学的表現 

解の個数に関する条件をみ

たすときの文字定数の値の

範囲を求めることができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】短答式 

 

数学Ⅰ 

ア 三角比 

(ウ) 正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の長さや
角の大きさを求めること。 

■数学的表現 

命題の真偽を判断すること

ができる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】選択式 

 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 集合と命題に関する基本的な概念を理解すること。 



 

 
 

 

■数学的表現 

他者の考えの方針を理解し

て，解答を記述することがで

きる。 

【設問数】1 問 

【出題形式】記述式 

 

 

数学Ⅱ 

(1) いろいろな式 

いろいろな式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｲ) 実数の性質や等式の性質，不等式の性質などを基に，等式や不等式が成

り立つことを論理的に考察し，証明すること。 

〔課題学習〕 

(1)から(5)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付

けたり発展させたりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，

数学のよさを認識させ，学習意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高め

るようにする。 

 



（様式４） 

 

測定しようとする資質・能⼒の具体的内容について 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 2 年 2 回-3 年 1 回 

対象教科：英語 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、英語語彙を正しく使用する

ことができる。 

 
 

【設問数】8 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ ６問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ ２問 
【CEFR】A1 程度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・文レベルで英文内容を理解

し、文法を正しく使用すること

ができる。 

【設問数】9 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 6 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 4 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

 
英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，書

かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新聞

記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を把

握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたり

して伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

 



（様式４） 

 

 

・文レベルの英文を、正しい文

法・語彙・語法知識から再構築

することができる。 

【設問数】3 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式（整序） 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 2 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問 

【CEFR】A1~A2 程度 

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

 (ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電子メ

ールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握す

る活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたりす

る状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて伝え

る活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感想を伝

え合ったりする活動。 

 
英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新

聞記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いた

りして伝え合う活動。 

① カ 書くこと 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・短めのまとまりのある英文を

読んで，文と文のつながりや文

脈に合わせた語彙・文法を活用

することができる。 

【設問数】2 問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問 
【CEFR】A1～A2 程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読
む
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれて

いる文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，電

子メールやパンフレットなどから必要な情報を読み取り，書き手の意図を

把握する活動。また，読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活

動。 
 (ｲ) 社会的な話題について，基本的な語句や文での言い換えや，書かれてい

る文章の背景に関する説明などを十分に聞いたり読んだりしながら，説明文

や論証文などから必要な情報を読み取り，概要や要点を把握する活動。また，

読み取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。  
 
英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① ウ 読むこと 

(ｱ) 日常的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，書

かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，新聞

記事や広告などから必要な情報を読み取り，文章の展開や書き手の意図を把



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・まとまりのある会話や、文章

の説明や物語などを読んで、

テーマや概要をとらえること

ができる。 

 

【設問数】２問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

握する活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたり

して伝え合う活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，別の語句や文での言い換えや，

書かれている文章の背景に関する説明などを聞いたり読んだりしながら，論

証文や報告文などから必要な情報を読み取り，概要や要点，詳細を把握する

活動。また，読み取った内容を基に考えをまとめ，話したり書いたりして伝

え合う活動。 

・まとまりのある説明文，会話

文，電子メール，物語などか

ら概要や要点に加え，必要な

細部の情報を把握することが

できる。 

 

【設問数】２問（程度） 

【出題形式】 

 選択式 

【出題数の割合】 

英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問 
【CEFR】A1～A2 程度 

・与えられた図表などの情報を

正しく読み取り、英語で描写す

ることができる。 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 1 問 
【CEFR】A1~A2 程度 

書
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① カ 書くこと 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する語句や

文，文章例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確保されたり

する状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書いて

伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や感



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・与えられた状況・情報を正し

く読み取り、自分の意見を簡潔

に英語で表現することができ

る。 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 記述式 
 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅡ 1 問程度 

 
【CEFR】A1～A2 程

度 
 

想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，文章例が十分に示されたり，

準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話や説明などを聞い

たり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに段落を書

いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応答をしたり，意見や

感想を伝え合ったりする活動。 

 

英語コミュニケーションⅡ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① カ 書くこと 
(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に応じて，

使用する語句や文，文章例が示されたり，準備のための一定の時間が確保さ

れたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに複数の段

落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，質疑応

答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，文章例が示さ

れたり，準備のための一定の時間が確保されたりする状況で，説明や討論な

どを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠とともに

複数の段落を用いて詳しく書いて伝える活動。また，書いた内容を読み合い，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・会話や説明文を聞いて、その

場面や状況、内容を聞き取るこ

とができる。 

 

【設問数】5 問（程度） 
【出題形式】 
 選択式 
※リスニング 
 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーシ

ョンⅠ 3 問 

英語コミュニケーシ

ョンⅡ 2 問 

【CEFR】A1～A2 程

度 

聞
く
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① イ 聞くこと 

(ｱ) 日常的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句

や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や放送などから必要

な情報を聞き取り，話し手の意図を把握する活動。また，聞き取った内

容を話したり書いたりして伝え合う活動。 
(ｲ) 社会的な話題について，話される速さが調整されたり，基本的な語句

や文での言い換えを十分に聞いたりしながら，対話や説明などから必要

な情報を聞き取り，概要や要点を把握する活動。また，聞き取った内容

を話したり書いたりして伝え合う活動。 
  



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・身近な話題に関する問いに即

座に応じて、「やり取り」するこ

とができる 
 

【設問数】4 問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 

２問程度 
英語コミュニケーションⅡ 
２問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

話
す
こ
と 

英語コミュニケーションⅠ 
2 内容 
(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 
① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用す

る語句や文，やり取りの具体的な進め方が十分に示される状況で，

情報や考え，気持ちなどを即興で話して伝え合う活動。また，やり

取りした内容を整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，やり取りの具体的な

進め方が十分に示される状況で，対話や説明などを聞いたり読んだり

して，賛成や反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠

とともに話して伝え合う活動。また，やり取りした内容を踏まえて，

自分自身の考えなどを整理して発表したり，文章を書いたりする活

動。 

・身近な話題に関する英文を、

発音や抑揚に注意して読みあ

げ，聞き手に伝わるように「発

表」することができる 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 
1 問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・図や表について、聞き手にそ

の内容が伝わるように「発表」

することができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅠ 
1 問程度 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

① オ 話すこと［発表］ 
(ｱ) 身近な出来事や家庭生活などの日常的な話題について，使用する

語句や文，発話例が十分に示されたり，準備のための多くの時間が確

保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や根拠ととも

に話して伝える活動。また，発表した内容について，質疑応答をした

り，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
(ｲ) 社会的な話題について，使用する語句や文，発話例が十分に示さ

れたり，準備のための多くの時間が確保されたりする状況で，対話

や説明などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ちなどを理

由や根拠とともに話して伝える活動。また，発表した内容について，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 
 
英語コミュニケーションⅡ 

2 内容 



（様式４） 

 

 

測定しようとする資質・能⼒
の具体的内容 設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 
領域⼜
は事項 科目名及び内容 

・図や表に関する問いに即座に

応じて、「やり取り」することが

できる 

【設問数】１問（程度） 
【出題形式】 
 スピーキング 
【出題数の割合】 
英語コミュニケーションⅡ 
1 問程度 
 
【CEFR】A1～A2 程度 
※スピーキング試験は実施せず 

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項 

① エ 話すこと［やり取り］ 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に

応じて，使用する語句や文，やり取りの具体的な進め方が示される状

況で，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合う活動。また，

やり取りした内容を整理して発表したり，文章を書いたりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，やり

取りの具体的な進め方が示される状況で，説明や討論などを聞いたり

読んだりして，賛成や反対の立場から，情報や考え，気持ちなどを理

由や根拠とともに詳しく話して伝え合う活動。また，やり取りした内

容を踏まえて，自分自身の考えなどを整理して発表したり，文章を書

いたりする活動。 

① オ 話すこと［発表］ 

(ｱ) 関心のある事柄や学校生活などの日常的な話題について，必要に

応じて，使用する語句や文，発話例が示されたり，準備のための一定

の時間が確保されたりする状況で，情報や考え，気持ちなどを理由や

根拠とともに詳しく話して伝える活動。また，発表した内容について，

質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりする活動。 

(ｲ) 社会的な話題について，必要に応じて，使用する語句や文，発話

例が示されたり，準備のための一定の時間が確保されたりする状況

で，説明や討論などを聞いたり読んだりして，情報や考え，気持ち

などを理由や根拠とともに詳しく話して伝える活動。また，発表し

た内容について，質疑応答をしたり，意見や感想を伝え合ったりす

る活動。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 1 

 

出題科目 言語文化 

出題の 

ポイント 

古典の文章（古文）について、描かれている人物、情景、心情及び展開、主題・

要旨などを表現に即して読み取ることができる力を測定する。 

主として問う能力  
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 
問四  〇 
問五  〇 

 
 

出題形式  
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一 ○   
問二 ○   
問三 ○   
問四 ○   
問五 ○   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル問題 ■設問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

解答例 問一 ４ 

問二 ２ 

問三 ４ 

問四 １ 

問五 ３ 



（参考）学習指導要領

の関連項目 

言語文化 

〔知識及び技能〕 
(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 
ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまりや訓読

のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 
エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解

を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解すること。 
 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に

捉えること。 
イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈

すること。 
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 2 

出 題 科

目 

現代の国語 

出題の 

ポイント 

複数のテキストの内容を読み取り、その内容を比較したうえで、論拠を示しながら考えを形

成して説明することができる。 
主として

問う能力 

 
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 

 

出 題 形

式 

 
小問番号 選択式 短答式 記述式 

問一 〇   
問二   〇 
問三   〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル

問題 

■設問 

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 

 



 
 

 

 

 

 



解答例 問一 ４ 

問二 （例）具体的な通学路は校則に書いていないから。（20 字） 

問三 （例）安全のため、工事の終了までの間、住宅街を通る道を通学路として認めてほしい。生

徒会でも生徒に通学マナーの向上を呼びかける。（60 字） 
（ 参 考 ）

学 習 指

導 要 領

の 関 連

項目 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 書くこと 
(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度などを考えて，文章の

構成や展開を工夫すること。 
ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに，

文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を工夫すること。 
 

Ｃ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，

要旨や要点を把握すること。 
イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付けながら，内容や

書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとと

もに，自分の考えを深めること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ  

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

定理・公式や数学的性質などの知識・技能の理解を測定する。 

主 と し て

問う能力 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（1） ○  
（2） ○  
（3） ○  
（4） ○  

 

出題形式  
番号 選択式 短答式 記述式 
（1） ○   
（2） ○   
（3） ○   
（4） ○   

 

サ ン プ ル

問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



解答例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

（1），（2） 
数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 (ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の

理解を深めること。 

（3），（4） 
数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をすること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート α タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

日常的な事象において，複数の条件から新たな数式をつくり，思考プロセスを説明し課題を解

決する力を測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問１  ○ 
問２  ○ 
問３  ○ 
問４  ○ 
問５  ○ 

 

出題形式  
番号 選択式 短答式 記述式 
問１  ○  
問２  ○  
問３  ○  
問４   ○ 
問５  ○  

 

サ ン プ ル

問題 

 

 



 

 

解答例 

 

 



 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をすること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面的に捉えたり目

的に応じて適切に変形したりすること。 

〔課題学習〕 

(1)から(4)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付けたり発展させた

りするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識させ，学習意欲を

含めた数学的に考える資質・能力を高めるようにする。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 1 

 

出題科目 言語文化 

出題の 

ポイント 

古典の文章（古文）について、描かれている人物、情景、心情及び展開、要旨な

どを表現に即して読み取ることができる。 
主として問う能力  

小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 
問四  〇 
問五  〇 

 
 

出題形式  
小問番号 選択式 短答式 記述式 
問一 ○   
問二 ○   
問三 ○   
問四 ○   
問五 ○   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル問題 ■設問 

 



 



 



 

 

 

 

解答例 問一 １ 

問二 ４ 

問三 １ 

問四 ３ 

問五 ２ 



（参考）学習指導要領

の関連項目 

言語文化 

〔知識及び技能〕 
(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。 
ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまりや訓読

のきまり，古典特有の表現などについて理解すること。 
エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解

を深め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解すること。 
 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に

捉えること。 
イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈

すること。 
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 2 

出 題 科

目 

現代の国語 

出題の 

ポイント 

複数のテキストの内容を読み取り、その内容を比較したうえで、論拠を示しながら考えを形

成して説明することができる。 
主として

問う能力 

 
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 

 
 

出 題 形

式 

 
小問番号 選択式 短答式 記述式 

問一 〇   
問二   〇 
問三   〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

サンプル

問題 

■設問 

 



 



 



 



 

解答例 問一 ４ 

問二 （例）具体的な通学路は校則に書いていないから。（20 字） 

問三 （例）安全のため、工事の終了までの間、住宅街を通る道を通学路として認めてほしい。生

徒会でも生徒に通学マナーの向上を呼びかける。（60 字） 



（ 参 考 ）

学 習 指

導 要 領

の 関 連

項目 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 書くこと 
(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度などを考えて，文章の

構成や展開を工夫すること。 
ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに，

文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を工夫すること。 
 

Ｃ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，

要旨や要点を把握すること。 
イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付けながら，内容や

書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとと

もに，自分の考えを深めること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

習得した数学の知識・技能を活用できるかを測定する。 

主 と し て

問う能力 

 

 

 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（1） ○  
（2） ○  
（3） ○  
（4） ○  

 

出題形式 

 

 

 

 

 
番号 選択式 短答式 記述式 
（1） ○   
（2） ○   
（3） ○   
（4） ○   

 

サ ン プ ル

問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



解答例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

（1），（2），（3） 
数学Ⅰ 
(1) 数と式 
数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面的に捉えたり目的

に応じて適切に変形したりすること。 
 
（4） 
数学Ⅰ 
(1) 数と式 



数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ｴ) 不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，一次不等式の解を求めること。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ｴ) 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，一次不等式を問題解決に活用すること。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート β タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

日常的な事象において，複数の条件から新たな数式をつくり，思考プロセスを説明し課題

を解決する力を測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問１  ○ 
問２  ○ 
問３  ○ 
問４  ○ 
問５  ○ 

 

出題形式  
番号 選択式 短答式 記述式 
問１  ○  
問２  ○  
問３  ○  
問４   ○ 
問５  ○  

 

サ ン プ ル

問題 

 

 



 

 

解答例 

 

 



 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をすること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面的に捉えたり

目的に応じて適切に変形したりすること。 

〔課題学習〕 

(1)から(4)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付けたり発展させ

たりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識させ，学習

意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高めるようにする。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 1 

 

出題科目 言語文化 

出題のポイント 古典の文章（古文）について、描かれている人物、情景、心情及び展開、主題・要旨

などを表現に即して読み取ることができる力を測定する。 
主として問う能

力 

 
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 
問四  〇 
問五  〇 

 
 

出題形式  
小問番号 選択式 短答式 記述式 

問一 ○   
問二 ○   
問三 ○   
問四 ○   
問五 ○   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル問題 

 







 

 

解答例 問一 ２ 

問二 ４ 

問三 ３ 

問四 １ 

問五 ３ 



（参考）学習指

導要領の関連

項目 

言語文化 

〔知識及び技能〕 
(2) 我が国の言語文化に関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ウ 古典の世界に親しむために，古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきま

り，古典特有の表現などについて理解すること。 
エ 時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化について理解を深

め，古典の言葉と現代の言葉とのつながりについて理解すること。 
 
〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉える

こと。 
イ 作品や文章に表れているものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈するこ

と。 
ウ 文章の構成や展開，表現の仕方，表現の特色について評価すること。 

 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名： 株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名： スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回‐2 年 1 回 

対象教科： 国語 

測定内容の区分： 標準タイプ 

サンプル問題番号： 2 

出 題 科

目 

現代の国語 

出題の 

ポイント 

複数のテキストの内容を読み取り、その内容を比較したうえで、論拠を示しながら考えを形

成して説明することができる。 
主として

問う能力 

 
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 

問一  〇 
問二  〇 
問三  〇 

 
 

出 題 形

式 

 
小問番号 選択式 短答式 記述式 

問一 〇   
問二   〇 
問三   〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプル

問題 

■設問 

 



 



 



 



 
 

 

 

 



解答例 問一 ４ 

問二 （例）具体的な通学路は校則に書いていないから。（20 字） 

問三 （例）安全のため、工事の終了までの間、住宅街を通る道を通学路として認めてほしい。生

徒会でも生徒に通学マナーの向上を呼びかける。（60 字） 

（ 参 考 ）

学 習 指

導 要 領

の 関 連

項目 

現代の国語 

〔思考力，判断力，表現力等〕 
Ｂ 書くこと 
(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
イ 読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度などを考えて，文章の

構成や展開を工夫すること。 
ウ 自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに，

文章の種類や，文体，語句などの表現の仕方を工夫すること。 
 

Ｃ 読むこと 
(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア 文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，

要旨や要点を把握すること。 
イ 目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付けながら，内容や

書き手の意図を解釈したり，文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとと

もに，自分の考えを深めること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θタイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ  

サンプル問題番号：1 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

定理・公式や数学的性質などの知識・技能の理解を測定する。 

主 と し て

問う能力 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
（2） ○  
（3） ○  

 

出題形式  
番号 選択式 短答式 記述式 
（2） ○   
（3） ○   

 

サ ン プ ル

問題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

解答例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

（2） 
数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 (ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の

理解を深めること。 

（3） 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をすること。 
 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：株式会社ベネッセコーポレーション 

測定ツール名：スタディーサポート θ タイプ 1 年 2 回-2 年 1 回 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

サンプル問題番号：2 

 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

日常的な事象において，複数の条件から新たな数式をつくり，思考プロセスを説明し課題

を解決する力を測定する。 
主 と し て

問う能力 

            
番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
問１  ○ 
問２  ○ 
問３  ○ 
問４  ○ 
問５  ○ 

 

出題形式  
番号 選択式 短答式 記述式 
問１  ○  
問２  ○  
問３  ○  
問４   ○ 
問５  ○  

 

サ ン プ ル

問題 

 

 



 

 

解答例 

 

 



 
（参考）学

習指導要

領の関連

項目 

数学Ⅰ 

(1) 数と式 

数と式について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

" 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計算をすること。 

(ｳ) 二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

 (ｲ) 問題を解決する際に，既に学習した計算の方法と関連付けて，式を多面的に捉えたり

目的に応じて適切に変形したりすること。 

〔課題学習〕 

(1)から(4)までの内容又はそれらを相互に関連付けた内容を生活と関連付けたり発展させ

たりするなどした課題を設け，生徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識させ，学習

意欲を含めた数学的に考える資質・能力を高めるようにする。 
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